















ォーノレ ・ド・ジュ ー， ジャロ γ ・ジュノレ ・マノレヌの捕虜収容所で荒涼とした生活を強い
られている聞も『ベンテジレーア』を書き続けていた。彼は 1807年 12月 17日付C
M. ヴィーラントにあてて，"Soviel ist gewiss: ich habe eine Tragodie (Sie 
wissen， wie ich mich damit gequ証lthabe) von der Brust heruntergehustet; und 
fuhle mich wieder ganz frei!“りまたマリー ・フォン・クライストあての手紙(同年秩)













まさ.まの解釈がある。両者を単なる NeigungとPtlichlの相魁とみたり， menschlich， 













































レーアが語るように "Meinewiger Gedanke， wenn ich wachte， / Mein ewger 
















女， うち負かされた女と感じないだろうか?J (V. 646ff.)とアマツォーネにふさわしく
ない明らかな恋愛感情を表白するのは大勢の将軍たちのただ中でであって，プ ロート エ
に気が昂ぶっているから少しお休みなさいと言葉をかけられると「どうして ? 何のた









で， 1""太陽はどの辺にあるだろう ?Jと突然喝くベンテジ レーアに対して，プロートエ




くことができたら !J i高すぎる。分っているのだ。高すぎる 一一彼は永遠に遠い炎
の輸の中で，私のあこがれにみちた胸のまわりにただよっている。」と明らかに逮しが
たいアヒレスを太陽になぞらえているのである。次にこれはドラマの筋と関係する微
妙な点であるが，第 19場で， アヒレスからひき離されたベンテジ νーアが味方軍の
歓声の中でひとりその勝利を呪う。そして "War ich， nach jeder wurdgen 
Rittersite， jNicht durch das Gluck der Schlacht ihm zugefallen? … .Gibts ein 
Gesetz， frag ich， in solchem Kriege， jDas den Gefangenen， der sich ergeben， 
















































しかしベ γテク νーアがア ヒレスとのはじめての一騎打ちで敗れたところから彼女の
悲劇が予感され，苦痛と絶望がすこかま ってくる。 アヒレスを武力で得るという希望がう




テジレーアは一旦は故郷へ味方箪とひきあげる決心をするが，やはり "Staub lieber， 













Pr. Kann ich dir Lindrungー?
Pen. Nichts， nichts， nichts. 
Pr. Nun， fasse dich; in kurzem ists vollbracht. 
(V. 1291ff. ) 
死を決意した ("Ichwill in ewge Finsternis mich bergen!“V.2351)第 19場のベ
ンテジレーアとそれに寄りそうプロー トエのすがたにもこれと全く同じものがみられ
る。
Pr. . ....Was bebst du， meine Konigin? 
Pen. Nichts， es ist nichts， ich werde gleich mich sammeln. 
Pr. Ein grosser Schmerz traf dich. Begegn' ihm gross. 
(V.2343任)




痛な英雄ギスカノレト の孤独なすがたが重り合う。それは同時に当時のクラ イス トの孤独
惑の反映でもあったろう。




アヒ レスに率いられたギリッア箪はアマツォーネを包囲し，ベンテジ レー アは失神し














得たのは BenjaminHederichの "Grundlichesmythologisches Lexicon“からであ
るとされているがη，これによればペソテジレーアがはじめアヒ νスを倒すが， 立ち直
ったア ヒレスが役後にはベンテジレーアを殺すことになっている。クラ イス トはアマ ツ
ォーネ国についても大よその輪郭をこの Lexiconその他から得たにすぎず， ばら祭と
かこのドラマに現出する破局などは一切彼の創作になるものといわれる。おそらくクラ












が"ー…・ Undauch mich denkst du also zu entlassen?“と問うと彼女は "Ichweiss 






Penthesilea die Httnde aufhebend 
Ihr ewigen Himmelsmacht! Euch ruf ich auf. 
また ausser sich 
Mir keinen Blitz， Zeus， sendest du herab! 
と絶望の叫ぴをあげるだけである。 17場での
0， Neridensohn! 
Du willst mir nicht nach Themiscyra folgen? 
Du wiJlst nicht zu jenem Tempel folgen， 
(V.2259) 
(V.2273) 
Der aus den fernen Eichenwipfeln ragt? (V.2280丘)
O! Nach Themiscyra! 
O! Freund! Nach Themiscyra， sag ich dir， 
Wo Dianas Tempel aus den Eichen ragt! 
Und wenn der Sel'gen Sitz in Phtia ware. 
Doch， doch， 0 Freund! nach Themiscyra noch， 






場)"Komm her， ich sagte dir noch alles nicht一一“(V.2284) という意味のあり
そうな言葉は，おそらく上に引用した 15場のアヒレスの問いに対する無責任な答を何
らかの方法で補うつもりだったのではないかと推察することができる。ばら祭のすんだ
後で捕虜を帰してやるという非人間的な ， ~情を無視した錠に関して， 何らかり和解的
な方法をとらなければいけないことをペゾテジレーアは直感したのかもしれない。
よく引用されるベンテジレーアが死の直前に明言する言葉
Ich sage vom Gesetz der Fraun mich los， 










信じられないとばかり "DerSohn des Peleus fordert mich ins Feld?“をくり返す。
"Hier diese treue Brust， sie ruhrt ihn er叫 jWennsie sein scharfer Speer 
zerschmetterte?" これは他の二種の Variantによればめ
(AJ Pen. Es ruhrt ihn nicht， er dachte nichts dabei， 
Es ruhrt' ihn nicht， 
66 
Pen. Nun ists aus. 
Pr. Wie? 
Pen. verstd・，.t Gut， gut， gut. 
(B) Pen. Es ruhrt' ihn nicht， er dachte nichts dabei， 
Er liebt mich nicht， 
Pen. Nun ists aus. 
Pr. Wie? 
Pen. Gut， gut， gut. 
となっている。第 15場でのぺγテク νーアの恋の告白もアヒレスの心を動かすことは
できなかった。もう終ったという独自は弘たちのテクストにはないがその代り gluhend









der ganze Fruhling/Verdorrte! Dass der Stern， auf dem wir atmen， / Geknickt， 
gleich dieser Rosen einer， lage! /Dass ich den ganzen Kram. der Welten so， 










ってくる。(第8J訪)アヒ レス1-;1:.プ ロートエに(ペンテジレーアにではなく)"Sag ihr， 









クライ λ トの意図がよりはっき りしてくる。たとえば私たちのテクス トでは 24場で
"Der Pfeil wars der ihn traf.・“とアヒレス惨殺の様子をベソテジ レーア 自身に告








に対する彼の気持が明らかとなる。 "HalbFurie， halb Grazie， sie liebt michー jUnd
allen Weibern Hellas' ich zum Trotz， jBeim Styx! beim ganzen Hades! ich sie 
auch.“(V. 2457ff.) "Ja. Doch eine Grile， die ihr heilig， jWill， dass ich ihrem 
Schwert im Kampf erliege，“(V. 2460f.)ペンテジレーアにとって心の大きな苦痛を要
求した国の旋がアヒレスにとっては気まぐれとしか感じとられていない。ここにはそれ
ぞれ自分の立場でものを判断する各人の絶対的な心のへだたりがある。ベンテジ レーア


















意味での感情の交流をもつことができないのである。ペンテジレーア もアヒ νλ も自分
の仮IJからしか愛することができない人物であるといえる。クラ イ^トの他の作品におけ
る Versehenは，たとえば "FamilieSchro仔cnsteinヘ"K長tchen von Heilbronn" 
また "DasErdbeben in Chiliぺ"DerFindling“などの中では，全くの偶然から起っ
ており，そこには宿命論的な暗さ，偶然にもとづいた Gebrechlichkeit がみられる。
また『ペソテジ νーア』の挑戦の Versehenと一見類似している "DieVerlobung in 
St. Domingo"では， トーニー の行為を誤解したグスタ ーフに射たれて死ぬ彼女の最後
の言葉は，.duh亙ttestmir nicht misstrauen sollen!“であり，グスターフも髪をかき















Me飢ns“chkan川ngroωss丸， e引inHeld， im Leiden sein， fDoch gattlich ist er， wenn er 






















tendes Gefu hl“を掘りおこし， "Jammer“ と "Reu巴“ と "Ho妊nung“ の助けをか







があるといえるだろうか。 プロートエがいうように，"Wohl ihr!fDenn hier war 
ihres fernen Bleibens nicht.“ (V. 3035f.)であって，このドラマは自分の感情に忠実
に生きる人間の讃美である一-.，DesLebens hochstes Gut“(V.12泡7)，"Dir scheinen 
Eisenbanden unzerreissbar， fNicht war? Nun sieh: sie brache sie vielleicht， 
fUnd das Gefuhl doch nicht， das du verspottest“(V. 1282ff. )ーーと同時にそう
いう人間に菟れがたい他者との断絶と背反の悲劇となっている。
クライストは彼自身の臼殺 (1811年 11月 21日)の直前に何通かの手紙の中で自分
の死について惑いている。 "mittenin dem Triumphgesang， den meine Seele in 
diesem Augenblick des Todes anstimmt，“(マリー ・フォン・クライストあて， 1811年
11月19日).，dass meine Seele... ..zum Tode ganz reif geworden.“(同)"halb 
wehmutig， halb ausgelassen“(ゾフィー ・ミュラーあて，同年同月20日) "wir zwei 
trubsinnige， trubselige Menschen" (同)"ich bin ganz selig“(マリー ・フォ γ・ク
ライストあて，同年同月21日)"halb an Freude und unaussprechlicher Heiterkeit“ 
(ウノレリーケ ・フォソ ・クライス トあて，同年同月21日)と 12)。そこにはある種の落着い
た切るさが支配しているが，これをもってただちにベンテジレーアの死と結びつけるの








Heinrich von Kleist: Samtliche Werke und Briefe， herausgegeb巴nvon Helmut 
Sembdner. 2. Aufl. Carl Hanser Verlag， M泊nchen1961 
註
1) テク λ ト 2.Bd. S.800 
2) テクスト 2.Bd. S.797 
3) Werner Schmidt: "Penthesilea“in der Kleistliteratur. S.33 
4) テクス ト2.Bd. S.797 
5) Curt Hoho任 Traumund Wirklichkeit bei Heinrich von Kleist (Merkur 
XV. Jhrg. Ht. 11)参照。
6) lngrid Kohrs: Das Wesen des Tragischen in Drama Heinrichs van Kleist. 
S.56 
7) テクスト 1.Bd. S.932 (Anm. vom Herausgeb巴rzu Penthesilea) 
8) テクス ト 1.Bd. S.858， S.879 
Variant (AJは雑誌 "Phobus“ Hl.1 (Jan. 1808) に掲載された Fassung，
(BJはクライスト自身によって訂正されている書き写し (Abschrift)。
9) テクスト 2.Bd. S.193 
10) テクス ト1.Bd. S.885上記 Variant(BJ 
11) Heinrich von Kleists Lebenspuren. Dokumente und Berichte der Zeitge-
nossen， herausgegeben von Helmul Sembdner. Carl Schunemann Verlag， 
Bremen. S. 133. 
12) テクスト 2.Bd. S. 884 f. 
